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6/10（金）・6/17（金）に逗葉高校で生徒と市民の方々とのワークショップが行われました。
このワークショップは表現活動を通じ、生徒が自己の将来について考察し地域の方との
交流を通じ、豊かな人間性と好ましい社会性を育むことを目的としています。
センターの役割は生徒と地域の講師をつなぐお手伝いです。
　全体を眺めながら感じたのはまず逗葉高校の先生たちの熱意
です。限られた時間の中で生徒たちに少しでも豊かな時間を過ご
してもらおうという気迫の様なものが常にありました。
それが講師に、そして生徒たちに伝播し、どの教室でもある種の
グルーヴが発生していたと思います。「大人が本気になる事」、
結局これが一番大事なのだと感じました。発表会がとても楽しみですね。

貸出備品を新しく追加しました。

逗葉高校でワークショップのコーディネートを行いました。

具体的な使用方法は
動画でご覧いただけます。

触覚で遊ぶワークショップ
アイマスクで目を覆い、手指で触って遊んでみましょう。
「目でみる」ばかりの日常で、他の感覚をフル活用、「手指で見る」を体験します。
目の見える人も見えない人も大人も子どもも楽しめます。

小型アンプ
貸出無料です！

マイクの音を
デジタル変換して
PCに取り込んだり
できます。

オーディオ
インターフェース
3h 500 円です。

● 日　時　８月 27日（土）13:30~15:30
● 講　師　大下利栄子さん（ユニバーサル絵本ライブラリーUniLeaf)
● 参加費　500 円　● 対　象　目の不自由な人、不自由でない人。
● 定　員　大人も小人も合わせて 16名程度まで
● 申込み 8月 1日（月）9:00 以降  ①氏名②連絡先（メールアドレスと
　電話番号）を電話･FAX･E メールまたは直接、市民交流センター窓口へ

みんないきいき
しておったようじゃ



8月分先着予約開始

9月分抽選発表
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　 9月分抽選申込期間　　　 9月分当選確定期間

〒249-0006 逗子市逗子 4-2-11

TEL　046-872-3001
FAX　046-872-3003
MAIL    ac-center@zushi-psc.org・JR 逗子駅より徒歩５分

・京急逗子・葉山駅より徒歩３分
・逗子文化プラザ駐車場、清水橋南駐車場利用可能

https://www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/

逗子文化プラザ 市民交流センター

※屋内温水プールの営業に
　関してはプール受付に
　お問合せください。
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プール直通 ： 046-872-3004

開館時間
【平日・土曜日】
開 館 9:00~21:00 
受付終了 20:00
【日曜日】
開 館 9:00~18:00
受付終了 17:00

休館日
第1・第3火曜日
祝日の場合は開館し
翌日に振替閉館 
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つい先日まで 5月号でお知らせした「展示コーナー 2」を実際に 1 市民として借りて小さな写真の展覧会を

催していました。ブラインドを上げた（いつもは閉まってる）2階から見てると、下からこちらを見上げている

人が多い事に気が付きます。公共施設には観客が必要だ ! と思って、「観客をつくる」

「覗き見が出来る」というスローガンを昨年より掲げてますが、きっとこういう事なのだ

ろうと思いました。普段は静かなギャラリースペースを、子どもたちからシニアの皆さま

まで、知ってる人や知らない人が入り混じって歩いている様は作家としても職員として

も喜ばしい景色でした。私は観客や観光客の持つ「無責任に眺める」性が場を豊かにすると

思います。たくさんのご来場ありがとうございました。　　川  ́ゝ 川

小学校使用日


